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第５期函館市障がい福祉計画（平成30年度～32年度）（素案）に対する

パブリックコメント手続の実施結果について

案 件 名 第５期函館市障がい福祉計画（平成30年度～32年度）（素案）

募 集 期 間 平成30年２月１日（木）～３月２日（金）

担 当 課 函館市保健福祉部障がい保健福祉課

意見提出者数 ３人，５件

○ 第５期函館市障がい福祉計画（平成30年度～32年度）（素案）に対する意見の概要と

市の考え方

※ 「意見の概要」については，原文を要約および分割して載せています。

№ 意見の概要 市の考え方

第５ 第５期計画における重点的な

取組（４件）

１ 相談支援体制の充実と強化（P24)

○ 軽度の知的障がいがある 40 歳の息子 ○ 貴重なご意見・ご提言として，参考

について，親が亡くなった後のことを にさせていただきます。

考えると心配で不安である。 本計画（素案）におきましては，

障がい者への援助など，行政には柔軟 【基幹相談支援センターを中心とした，

１ な対応をして欲しい。 各相談支援事業所による「親亡き後」

など，将来についての不安解消を含め

た相談支援体制の強化】という事項を

盛り込み，重点的な取り組みとして
位置付けております。
○ また，成果目標としまして，障が

い児・者の重度化や高齢化，「親亡き後」

に備える「地域生活支援拠点等」を平成

32 年度末までに整備するという目標を
掲げております。

３ 地域社会の支え合い（P24）

○ 防災・減災について，障がい当事者 ○ 貴重なご意見・ご提言として，参考
も交えた避難訓練を，各障がい団体や にさせていただきます。

高齢者，児童なども集まる機会が多い ○ 本計画（素案）におきましては，

２ 「函館市総合福祉センター」などで実 【避難行動要支援者名簿を基に，災害

施して欲しい。 などの緊急に避難が必要な時に手助け

が必要な人に対し，地域で協力・連携

して支援を行う仕組みづくりの推進】

という事項を盛り込み，重点的な取り

組みとして位置付けております。
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№ 意見の概要 市の考え方

３ 地域社会の支え合い (P24)

○ 災害発生時において，情報弱者とな ○ 貴重なご意見・ご提言として，参考

る聴覚障がい者への情報提供を整備し にさせていただきます。

３ て欲しい。例として，避難所等での連 本計画（素案）におきましては，

絡は掲示物も併用して行う等，全日本 【災害時に配慮が必要な障がい者等の

難聴者・中途失聴者団体連合会発行の ための福祉避難所等の充実】という事

「難聴者・中途失聴者のための災害時・ 項を盛り込み，重点的な取り組みとし

緊急時対応マニュアル」を参照。 て位置付けております。

５ 障がいのある子どもに対する支援

の強化（P25）

○ 普通校へ通学する難聴児童・難聴学 ○ 貴重なご意見・ご提言として，参考

生に対し，近年飛躍的に技術向上して にさせていただきます。

４ いる音声認識等のＩＣＴ技術を活用す 本計画（素案）におきましては，

るなどの情報保障を充実して欲しい。 【通常の学級や特別支援学級，通級指

また，このことについて，児童・学 導教室において適切な指導・支援を行

生が相談し易いような学校の環境作り う特別支援教育と関連機関との連携に

をして欲しい。 よる，子ども一人ひとりのニーズに応

じた支援の促進】という事項を盛り込

み，重点的な取り組みとして位置付け

ております。

その他の意見 １件

○ 年配の人達は編み物が上手な方が ○ 貴重なご意見・ご提言として，参考

多いので，障がい者の方に教えて頂けた とさせて頂きます。

５ ら，年配の人も生きがいとなり障がい者

も楽しみになると思う。

意見等を考慮した結果の 意見による修正はありません。

修正案

結果の配布場所 保健福祉部障がい保健福祉課（市役所本庁舎１階）

お問い合わせ先 保健福祉部障がい保健福祉課

TEL：0138-21-3254 FAX：0138-27-2770
E-Mail：fukushi-keikaku@city.hakodate.hokkaido.jp


